
 釜石キッズラグビー国際交流プログラム（2018年9月14日～17日）に、オーストラリアの子供達
を招き、釜石小学生の国際交流意識の向上を図った。

 元オーストラリア代表のスコット・ファーディー選手を釜石に招いた際の、市民、子供達との交流を収
録したプロモーションビデオを活用しながら、オーストラリアラグビー関係者に対して、復興支援の感
謝を伝えるとともに、釜石市のPRと東京2020大会時の当市への招致、交流をオーストラリアを訪
問し呼びかけた。（2018年11月4日～11日）

日豪相互訪問による交流促進
1 岩手県釜石市 － 日豪小学生の交流とオリンピック関連機関等の訪問 －

本件の問い合わせ先
釜石市 生涯学習文化スポーツ課 0193-22-8835

釜石キッズラグビー国際交流プログラム
集合写真

国際理解教室の様子 太鼓の体験

ラグビー協会との協議

オリンピック委員会訪問

タムワース市長、市議会訪問



ドイツによる復興支援や食・文化の学習とドイツ訪問
2 岩手県雫石町 － ポスター制作を通じた復興支援と復興状況の再認識と発信 －

本件の問い合わせ先
雫石町 生涯学習スポーツ課 019-692-4181

ポスター制作講座 ドイツ人義足アスリート
「ハインリッヒ・ポポフ選手」講演会

ドイツオリンピックスポーツ連盟内、
ドイツスポーツユーゲント訪問

バーデン ヴュルテンベルグ州議会
表敬訪問

 震災時の支援活動への感謝の気持ちや復興状況を発信するメッセージ性のあるポスターを中高
生が制作し、町民の大会機運並びにドイツチーム応援の機運醸成を図った。

 ドイツ人の義足アスリートによる講演会やシェフによる料理教室を通じてドイツの食・文化を学んだ。
 ドイツオリンピックスポーツ連盟等を訪問（2019年2月24日～3月1日）し、ポスターを制作した
中高生が復興支援関係者にポスターを直接手渡すことで制作に込めた思いを感じてもらうとともに、
やバーデンヴュルテンベルグ州議会等を訪問し、大会後交流について要望した。

ドイツ料理教室の様子

バードヴィンプフェン市役所（市長）
訪問



 全米陸連を訪問し、市の紹介と震災からの復旧・復興、新たなまちづくりの過程を説明するととも
に、事後交流に向け当市で希望する交流について提案、実現可能性について協議を進めた。ま
た市内在住の高校生２名が同行し、それぞれナショナルチームとの交流に対する期待や、日本の
文化の紹介などを英語でプレゼンすることで、当市の熱意と交流に寄せる期待をアピールした。８
月30日にはロサンゼルス郡消防救助隊を訪問し、消防本部のトップの方々と面会、震災当時の
捜索救助活動に対する感謝を改めて伝えた。（2018年8月27日～9月1日）

米国訪問による交流促進
3 岩手県大船渡市 － 米国訪問でのホストタウン交流にむけた協議の実施 －

市長から全米陸連へ記念品の贈呈 高校生による英語でのプレゼン ロサンゼルス郡消防本部での協議

ロサンゼルス郡消防本部
オスビー長官表敬訪問本件の問い合わせ先

大船渡市 生涯学習課 0192-27-3111

全米陸連スタッフとの記念撮影
ディスパッチセンターの見学













 「ホストタウン特使」として任命された生徒が徳島県に合宿に訪れたカンボジアの水泳選手に対す
る取材を実施し、ポスターや映像を製作。ホストタウンハウスモデルルームで情報発信を行った。

 カンボジアのオリパラ選手が徳島を訪問時におもてなしをする料理を考案するため、徳島の食材
（GAP食材）を使ったレシピ作成や試食を実施。

 12月には、カンボジアの高校生を招聘し、ホストタウンイベントで試作したカンボジア料理やカンボ
ジアの遊び、ホストタウン活動を紹介。4000人を超える徳島県民が来場し、機運上昇につなげた。

カンボジア日本有効学園との交流
9 徳島県 － 徳島商業高校生を中心としたカンボジアの情報発信 －

本件の問い合わせ先
徳島県 学校教育課 088-621-3121

映像製作 カンボジア水泳選手・コーチへのコラボ食の紹介

ホストタウンイベント（徳商デパート）
TV等のメディアにも出演 ホストタウンハウスモデルルーム



 ゴールボール・フィンランド代表チームを招き、練習会場や宿泊先を視察。邑南町で事前合宿をす
ること覚書を調印し決定した。代表チームは、そば打ち体験やハーブ園の視察なども実施した。
（2018年10月11日～15日）
 フィンランドへの派遣を行うことで、プロジェクトの目的の達成、参加生徒の意識のグローカル化
（海外を知り、外からの目線で邑南町を見ること）を図り、またフィンランドの福祉、教育を学びユ
ニバーサルな意識を向上させた。（2018年12月19日～27日）

異文化交流とふるさとの魅力再考
10 島根県邑南町 － 邑南町で事前合宿をすること覚書を調印 －

本件の問い合わせ先
邑南町 生涯学習課 0855-83-1127

地元中高生による邑南町紹介 そば打ち体験の様子 ホームステイ活動

学校訪問による生徒間交流

ゴールボールチーム訪問

フィンランド自然体験活動













 共生社会の実現に向けた取組を推進するため、心のバリアフリーのイベントとして、本年11月に行
われる第38回大分国際車いすマラソン大会開催に併せて、車いすマラソン選手学校訪問交流イ
ベント及び共生社会ホストタウンイベントを実施した。（2018年11月16日～17日）

 その他共生社会ホストタウン事業推進に資する取り組みとして、冊子「大分国際車いすマラソン大
会における外国人選手に対する接遇の取り組み」を作成し、大分国際車いすマラソン通訳ボラン
ティア「Can-do」の取り組みをまとめた。

共生社会実現の促進
16 大分県大分市 － 車いすマラソン選手交流イベント及び「スイスフェア」の開催 －

本件の問い合わせ先
大分市 障害福祉課 097-537-5658

大使館職員によるスイス紹介 車いすマラソン選手と地元小学生の
交流

スイスフェアでの文化交流

冊子「大分国際車いすマラソン大会における
外国人選手に対する接遇の取り組み」

スイスフェアの開催を告知するチラシ



選手と市民の触れ合い体験交流会

 パラ・パワーリフティングのベトナム代表選手４名と北海道在住の日本代表選手2名による「日本・
ベトナム合同合宿」を実施するとともに、選手と市民の触れ合いの機会として、体験交流会を
実施した。（2019年1月26日～29日）

 プレ事前合宿を開催したことで、ベトナム政府スポーツ担当部局及びパラ・パワーリフティン
グのベトナム代表選手との連携体制や受入体制を構築し、来年度の受入までの課題を抽
出することができた。

パラ・パワーリフティングのプレ事前合宿の実施
17 北海道釧路市 － 日本・ベトナム合同合宿と選手と市民の触れ合い －

本件の問い合わせ先
釧路市 生涯学習部スポーツ課 0154-31-2600

日本・ベトナム合同合宿での
ベトナム選手練習風景

合同合宿に参加した日本・ベトナム
両国の選手

釧路市丹頂鶴自然公園の視察

日本選手練習風景 福祉車両による輸送







 パラリンピック選手らを招聘し、練習施設の見学や市民との交流事業を実施した。（2019年3月
2日～7日）

 市民との交流事業「スロバキアフェスティバル in Gifu」を岐阜県・駐日スロバキア大使館と共同で
開催。スロバキアの民族舞踊や民族楽器フヤラの演奏などスロバキアの魅力を紹介するイベントに
市民約350人が参加した。

 学校訪問では、２つの小学校で合計約200人の児童とパラアスリートがパラスポーツ（ボッチャ、
卓球）で交流を行った。

ホストタウン相手国と市民の文化交流
20 岐阜県岐阜市 － スロバキアフェスティバル in Gifu の開催－

本件の問い合わせ先
岐阜市 市民参画部 国際課

058-214-6125

スロバキアフェスティバルの様子 スロバキアフェスティバルの様子

スロバキアフェスティバルの様子 学校訪問

合宿受入施設の視察



 福井でパラ水泳に取り組む「チームふくい」の皆さんとの交流・技術 指導などを実施し、将来有望
な県内のパラアスリート達に世界のトップ選手と触れてもらう機会を設けた。また、スロベニア訪問団
と、本市のアスリートを学校に招き、交流授業等を通じて、多様性への理解や個性の尊重、視野
を世界に広げる機会を子どもたちに提供した。さらに、両者がホストタウン関係となるきっかけとなっ
た共通点「そば」「水仙」に関連した観光体験を通じ、福井の歴史や文化に対する理解を深めて
いただいた。（2019年1月15日～19日）

パラアスリート選手とのスポーツ・文化交流
21 福井県福井市 － スロベニア共和国との友好機運醸成を図る交流事業の実施 －

本件の問い合わせ先
福井市 総合政策課 0776-20-5283

そば打ち体験の様子 パラ水泳ヘッドコーチからの指導 パラ水泳代表選手からの指導

水仙のハーバリウムづくり

中学校での車いす体験

スロベニア料理の学校給食で交流



 八幡平市のリンドウ生産者及び担当市職員がルワンダを訪問し、現地での栽培状況を確認のう
え、現地生産者に対する栽培指導を行った。また、現地生産者の研修生受入の可能性調も実
施した。また、ルワンダの農業省政府高官と直接意見交換することができ、リンドウ生産の啓発及
び現状、現地での栽培状況を把握するともに、市オリジナル品種に関する基本契約を現地法人と
調印した。（2019年1月9日～15日）

市特産のリンドウ栽培を通じた交流
22 岩手県八幡平市 － 市の花リンドウの海外展開を目的とした栽培指導 －

本件の問い合わせ先
八幡平市 地域振興課 0195-74-2405

オリンピック組織委員会表敬訪問 ルワンダ政府農業省訪問意見交換

現地圃場状況確認

栽培指導の様子

八幡平市オリジナル品種に関する
基本契約書の調印式



 山田風オランダ料理の開発に係り、フードコーディネーター、調理人が在日オランダ人へ料理の指
導を仰ぐため実施、サンプルを持ち込み、実際にオランダ人からアドバイスを受けた。

 また、アレンジ料理を作成する前に、オランダ料理というものを町民へ周知させるべく料理教室を実
施し、参加者からアレンジに対してアドバイスをもらい、それを基にレシピを完成させ、オランダ大使
館で、開発した料理を提供した。

山田産食材を活用したオランダ料理の開発
23 岩手県山田町・佐賀県 － 料理開発を通じた食文化の相互理解で交流を深める －

本件の問い合わせ先
山田町 生涯学習課 0193-82-5505

山田町でのオランダ料理教室 町民による試食の様子

オランダ大使館での開発料理提供

オランダ大使館での
山田町紹介時様子

有田焼に盛り付けされた
大使館で出された料理

料理開発検討会議の様子




